
2011年1月17日（月）4面
分 のこ｜ ｜ かだと ｜ ｜ ら 。カ� I I な最あ 」」

信濃毎日新聞);}?!
ブjJ

つり行こ飛ばさずゆっく
か
っ
た
が 、
ど
う
も
車
の
振
動
ら

し
い
。

そ
れ
ほ
ど 、
み
ん
な
よ
く
飛ば

す
。

若
葉マ
l
ク
も 、
も
み
じ
マ

ー
ク
も
同
じだ
。

北海道
で
交通

事
故
が
多
い
とい
う
の
が 、
理
解

で
き
る
なあ。

長
万
部
の
手
前
で 、

稚内
を
目

指
し
て
走っ
て
い
る
愛知
県
の
フ

ァ
ミ
リ
ー

と出会
い 、
元
気
を
も

らっ
た
。お

父
さ
ん 、
お
母
さ
ん 、

そ
し代
小
学
生
の
娘
さ
ん
が
2

人
。

嬉
し
い 、
嬉
し
い 、
旅
の
ひ

とこ
ま
だっ
た
。

本当
に 、
こ
の

夏
は宝
だ
1 0

午
後
4
時
半ご
ろ 、

長万部
に

到
着
。

食
堂
で
地
元
の
人
と
雑
談

し 、
や
は
り
車
の
ス
ピ
ー
ド

の
話

に
なっ
た 。

お
じ
さ
ん
が
「
俺
た
ち
も
1
0

0
J
で
走
る
さ
。バ

イ
ク
な
ん
て 、

1
4
0
J
出
す
よ
なあ」
と
言
う
。

い
く
ら
道
が
広
い
と
い
っ
て

も 、
そ
りゃ

あ
飛
ば
し
す
ぎ
だ
よ
。

もっ
と
ゆっ
く
見付
こ
う
よ
。

自

転車
で
さ
。

さあ、

明日
は
い
よ
い
よ
最終

目
的地
。同

級
生
の
待つ
登別
ま

で
の1
0
0
J

を残す
の
み
と
な

っ
た
。

（
イ
ン
ド

料理店主 、
イ
ラ
ス
ト

も）

� 
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こ
っ
ペ
ラ
ン
ス
惑
主
主
学
医
こ
艮
つ

う
ろ
と
コ
ト、
ZJ
き
玄
き目デピ、
E
ノ
う

国宝
υ門下旬1
ZJ－E－
＝1
J
1ノS－。

読
ん
で
く
れ
ま
す
か
1

｜付向き志向の
学生諸沼へ
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国際教養大学長
中il!fJ按W�＜松本市出身）

日世紀初期
の
マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
周
航

は「
初
め
に
香
辛
料あ
り
き」
の
言
葉
が
示

す
よ
う
に 、

現世

的な動機
が
人
を
大
航

海へ
の
冒
険
に
誘っ
た
とは
い
え 、
や
は

り
巨
大
な
夢
の
探
索
であ
っ
た
。

同時
に

マ
ゼ
ラ
ン
艦隊
の
3
年間
に
わ
た

る大航

海
が 、
人
間
集
団
内
部
の
善
と
態
との
闘

争
で
もあ
っ
た
こ
とを 、
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の

伝
記「
マ
ゼ
ラ
ン」
が
よ
く伝
え
て
い
る
。

「
マ
ゼ
ラ
ン」
に
よ
る
と、
スペ
イ
ン
王

の
命
に
よ
り
2
6
5
人
か
ら
成
る
5
箆
の

艦隊
を
連
ね
て
セ
ピ
l
リ
ャ

を出帆し
た

マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
が 、
ピ
ク
ト
リ
ア
号
1
箆

だ
け
に
なっ
て
奇
跡
の
生
還
を
成
し
と
げ

た
と
き 、
生
存
者
は
わ
ず
か
同
人
に
し
か

す
ぎ
な
か
っ
た 。
し
か
も 、
そ
の
偉
業
の
達

成
の
瞬
間
に
お
い
て
さ
え 、
マ
ゼ
ラ
ン
の

功績は横
取
り
さ
れ
よ
会」
し
た
の
であ

っ
た
。

生存
者
の
な
か
に
航海
記
録
者
の

ピ
ガ
フェ
ッ
タ
が
い
た
か
ら
こ
そ 、
マ
ゼ

ラ
ン
の
名
は
歴史
に
残っ
た
の
で
あ
る
。

夕
刊

未知の世界ヘ壮大な冒険

とこ
ろ
で 、

用意
周
到
で

傍証
と
人一

間
庭
富
ん
で
い
た
マ
ゼ
ラ
ン
が 、
な
ぜ一

「
フィ
リ
ピ
ン
の
現
地人
に
殺さ
れ
た」

の
か
。

そ
れ

は執達
し
た
計
略家
の
「
千

慮
の一
き
であ
っ
た
。

私
は
若
い
頃 、
マ
ゼ
ラ
ン
が
殺さ
れ
た

マ
ク
タ
ン
島
の
海
辺へ
行っ
た
こ
とが
あ

る。
そ
こ
に
は
記念
碑
が
あ
っ
て 、
1
5

21
年
4
月幻
目 、
「
ラ
プ
ラ
プ
は
ヨ
ー

ロッ
パ
人
の
侵
略
を
は
ね
つ
け
た
最
初
の一

フィ
リ
ピ
ン
人
に
なっ
た」
と
土
僕
の
彼一

をた
た
え
る
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

ツ
ヴァ
イ
ク
の
伝
記
に
よ
る
と、
セ
プ
一

島上
陸
に
大
成
功
し
た
マ
ゼ
ラ
ン
は 、
ス一

ペイ
ン
帝
国
の
威
信
の
た
め
に 、
あ
え
て一

大島
の
重砲
を
用い
る
こ
と
な
く 、
こ
の

小島
を
従
え
よ
う
と
し
た
の
だ
が、
と
の一

海が
遠浅
の
サ
ン
ゴ
礁
で
あ
る
こ
とを
計一

算で
き
ず 、
白
い

申聞
を
つ
け
て
海
水
を

徒沙す
る
こ
と

を余儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
「
史
上
最大
の

航海者
は 、

理却
を実
現
し
た
最高
の、
そ
し
て
もっ

とわ
す
ば
ら
し
い
瞬間
に 、
裸
の
島民
の

一
群
とけ
ち
な
小
ぜ
りあ
い
を
演
じ
て
無
一

意味な
死
を
と
げた」
の
で
あ
っ
た
。

一

品川知
の
世
界へ
の
壮
大
な

冒険と
そ
の

背後
の
ド
ラマ
に 、
心
が
躍
る一
冊
だ
と
一

いえ
よ
う
。

一

�温彊彊z・・・・・・

。

。

「
マ
ゼ
ラ
ン」
は
シュ
テ
フ
ァ
ン・
ツ－

ヴァ
イ
ク
著 、
関
楠
生 、
河

塵中露訴 、
一

みす
ず
侶房
。

一

女子団体戦決勝

三将戦【第2鵠】

－
井
出
み
ず
希（山
一得
田）

自国（
野
沢
北）

。
畠
山

京、芯

A 

.It. 

（前InIL｝終03ニEまで）

ヨ王

-t:: 

l!H 

1 

曇 事t 、曹J’ 、曹》F 事』 曇
世 王

当Z 当Z 自Z 当手 さ存 首5 さ存怪
当手 当手

トーー
さ存 一一一I-

歩 歩 歩
歩 歩 Jえ《、

�� 歩 歩 歩 歩
�� Jえ《、 祇

香 十主
一一

キ金玉 器

2 

例議選手権九
3 4 5 6 7 8 9 

毎1

巾回目
0
・
井
出
戸l

－2
六
歩

－2
五歩

－1六歩

－1
五歩

・9六
歩

・7
七桂－8九玉

－3六
歩

－3
七角

－7
九銀

－6
五歩

をよ
げ
る
躍
も
簡
単

な方法です

対
す
る白
山さん
は 、
角を玉

井
出
さん
はあ
くまで
・
7
七
銀
と
し
なυ
まま
腰掛け銀
に
構
え
ま
し
た
。

い
作
戦
の
ようで 、
－2
六
歩
か
ら
・
2五

の囲い
は 、
左
銀
を
・
7九銀シ

歩
と

飛車先
の

歩を伸ば
し 、
さ
ら
に
・1
め9
筋
が
手薄
に
なっ
て
い
ます

六
歩n
7
四
歩・
1
五
歩
と
端歩
も
伸ば
し
筋

をn9一一一
番か
ら
n
9二
飛Lr

ま
し
た
。さ

ら
に9
筋
の歩
も突
きあ
っ
て ．
が

妥当だ
と思い
ま
す
。日

4有

か
ら
・

工程
と跳
ねま
し
た
。

三
蓄が
先だっ
た
で
しょ
う
。

こ
れ
が
・
7
七
銀
と
し
な
か
っ
た
理
由

さ

て井出
さ
んが
・
6
五
歩Lr

で 、
こ
の囲い
の要
点
で
す
。そ

し
て
玉
を
し
た
。畠

山
さん
は
こ
の歩
をy

・
8
九
玉
と寄
り 、
一
応
安
定
し
た
囲い
に
しよ
う
か
。

な
りま
し
た
。こ

の
後
・
6
八
銀 、
－
7九

銀
右
と玉
の側
面
を
堅
め
て 、
固い
が
完
成

しま
す
。こ

の囲い
を
「ト
ー
チ
カ
囲い」

とい
い
ます
。こ

の囲い
方は
2
0
0
0
年

頃流行し
た
ので 、

別名
「
ミレニ
ア
ム
囲

い」
とも呼ば
れ
ま
す
。

井出
さん
は
完
全
な「
ミレニ
アム
囲い」

で
は
なく 、
－5
七
銀
を残
し
た
ままに
し

ま
し
た 。
指し
慣
れ
た
序盤
なので
しょ
う
。

自
分
の得
意
な
戦型
学持つ
こ
とは 、
勝
率

得
怠
な
戦
型
に
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